
　

昼
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
時
間
が
な
い
社
会

人
の
方
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、

大
宅
中
学
校
で
夜
間
校
庭
開
放
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
施
設
を
利
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
で
心
地

よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
使
用
時
間
／
午
後
７
時
～
９
時

●
費
用
／
500
円(

１
時
間) 

●
実
施
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、フ
ッ
ト
サ
ル
等

●
ご
利
用
方
法
／
事
前

の
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お

住
ま
い
の
学
区
の
体
育

振
興
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

(

☎
592-

３
０
８
８)

　

１
月
12
日
、
山
科
区
制

40
周
年
記
念
事
業
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
山
科
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
も
て
な
す
く
ん
」
と
清
水

焼
団
地
協
同
組
合
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
き
よ
ま
ろ
」、
そ

し
て
山
科
出
身
で
、
中
日

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
コ
ー
チ
の
波

留
敏
夫
氏
を
、
山
科
区
制

40
周
年
記
念
事
業
応
援
大

使
に
任
命
し
ま
し
た
。

　

応
援
大
使
の
３
人
と
一

緒
に
、
40
周
年
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。
お
楽
し

み
に
！

●
問
い
合
わ
せ
先
／

山
科
区
制
40
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
事
務
局

(

区
総
務
・
防
災
担
当

☎
592-

３
０
６
６)

大
宅
中
学
校

夜
間
校
庭
開
放
事
業

―
平
成
28
年
度

使
用
登
録
団
体
を
募
集
し
ま
す
―

第41回 山科義士まつり
写真コンクール入賞作品
山科義士まつり
実行委員会会長賞 山科区長賞

入選

京都新聞賞

大石神社賞

受
付
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
９
時（
年
中
無
休
）

☎（
０
７
５
）６
６
１・３
７
５
５
、
FAX （
０
７
５
）６
６
１・５
８
５
５

お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル

市
政
情
報
総
合
案
内
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
子
メ
ー
ル
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

 

京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル

検
索

祝 

山
科
区
制
40
周
年

きよまろ

　昨年12月14日に行わ
れた山科義士まつりをテー
マにした写真コンクールに
おいて、上位入賞された方
の作品を紹介します。

　２月２８日に開催された区民ふれあい文化祭「区民ギャラリー」に出展された作品１９５
点の中から、各部門の「ふれあいやましな賞」受賞作品（最優秀作品）を紹介します。

『しゅくしゅくと』
塩見 芳隆さん

絵画
一般の部

「モンマルトルの朝（パリ）」
柏原 邦三さん

「漢詩」
金丸 修さん

「四ノ宮のお地蔵さま」
寺西幼稚園5歳児
川崎 紗里花さん

「誇れる学校」
山階小学校5年生

鈴木 一誠さん

音羽中学校3年生
田中 莉沙さん

「初稚児」
吉川 浩美さん

「リサイクルが伝統作品に…」
寺戸 八百敏さん

書道
一般の部

絵画
小学生・中学生の部

書道
小学生・中学生の部

リサイクルアート
一般の部

絵画
保育園・幼稚園の部

写真
一般の部

『出陣』
吉川 浩美さん

もてなすくんきよまろ 波留敏夫氏
©中日ドラゴンズ

『いそげ!吉良邸へ』
木村 靖さん

『忠義を称える』
広田 和夫さん

　春　山科の四季

『まつりの始まり』 
桑原 秀樹さん

『統
と う

率
そ つ

の眼
め

力
ぢから

』
田中 雅之さん

『想いよ、届け！』
松井 由香さん

『紅葉が見送る四十七士』
廣瀬 公一さん

『内蔵助曲り角に
注意して』

赤澤 善造さん

●問い合せ先／区まちづくり推進担当（☎592-3088）

● 問い合せ先／ふれあい“やましな”実行委員会事務局

（区まちづくり推進担当☎592-3088）

ふれあい“やましな”2016区民ふれあい文化祭
区民ギャラリー受賞者決定

ふれあいやましな賞

国
民
健
康
保
険
の
届
出
も

お
忘
れ
な
く

―
就
職
・
引
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
―

特
別
企
画
１

 

各
日
１
階
席
３

組
６
名
様
、
２
階
席
15
組
30
名
様

を
ご
招
待
！

●
対
象
／
区
内
在
住
の
方

●
申
し
込
み
方
法
／
往
復
は
が

き
ま
た
は
京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

（
往
復
は
が
き
の
場
合
）

　

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
観
戦
希
望
日
、
席
種

（
1
階
・
２
階
）
を
、
返
信
用
表
面

に
郵
便
番
号
、
送
付
先
住
所
、
氏

名
を
記
入
の

上
、
〒
601-

８

０
４
６
南
区

東
九
条
西
山

町
８
「
京
都

ハ
ン
ナ
リ
ー

ズ
山
科
区
民

デ
ー
招
待
係
」

ま
で
。

締
切 

３
月
31
日
（
木
）消
印
有
効

（
多
数
抽
選
）

特
別
企
画
2 

２
階
自
由
席 

一
般
千
円
、
小
中
学
生
700
円
の
特

別
価
格
で
ご
優
待
！

●
入
場
方
法
／
区
内
在
住
、
通

勤
、
通
学
を
証
明
で
き
る
も
の
ま

た
は
本
紙
を
当
日
券
売
り
場
で

提
示
の
上
、チ
ケ
ッ
ト
を
購
入

●
問
い
合
わ
せ
先
／

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ

（
☎
050-

５
５
３
３-

５
５
８
８
）

　

次
の
①
・
②
に
記
載
の
事
由

に
該
当
す
る
場
合
、
国
民
健
康

保
険(

以
下
「
国
保
」)

の
届
出

が
必
要
で
す
。
該
当
し
た
と
き

か
ら
14
日
以
内
に
、
届
け
出
先

で
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
加
入
の
届
け
出
が
遅

れ
た
場
合
、
遅
れ
た
期
間(

最

長
２
年
間)

の
保
険
料
は
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
届
け
出

の
日
ま
で
の
医
療
費
は
原
則

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
国
保
に
入
る
と
き

（
１
）
退
職
な
ど
で
職
場
の
健

康
保
険
や
国
保
組
合
を
や
め

た
と
き

（
２
）
入
国
お
よ
び
他
の
市
町

村
か
ら
転
入
し
た
と
き

②
国
保
を
や
め
る
と
き

（
１
）
就
職
な
ど
で
職
場
の
健

康
保
険
や
国
保
組
合
に
入
っ

た
と
き

（
２
）
出
国
お
よ
び
他
の
市
町

村
に
転
出
す
る
と
き

●
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
／

区
保
険
年
金
課
資
格
担
当

(

☎
592-

３
１
０
５)

国民健康保険、後期高齢者医療制度からのお知らせ
◦保険料を特別徴収により納めている方へ
　平成28年2月時点で平成27年度分保険料を特別

徴収により納付されている方は、原則、平成28年

度分保険料も、引き続き特別徴収により納めてい

ただきます（4月・6月・8月の各月は平成28年2月と

同額を仮徴収し、その後は、決定する年間保険料の

額から仮徴収額を除いた額を10月・12月・平成29

年2月の3回に分け納付）。

　なお、問い合わせ先への申し出により、口座振替

による納付に変更することができます。ご希望の

方は、口座振替の申し込みとあわせて納付方法の

変更をお申し出ください。
区保険年金課資格担当（☎592-3105）

◦今月は平成27年度分保険料最後の納付月です
　保険料の滞納がある場合は至急納付してくださ

い。災害等の特別な事情なく滞納している世帯に

対しては、財産を差し押さえる場合があります。

　なお、納付に困難な事情がある場合は、至急問い

合わせ先にご相談ください。
区保険年金課徴収推進担当（☎592-3107）

◦高額医療・高額介護合算療養費制度
　医療保険と介護保険の両方の制度を利用してい

る場合、毎年8月からの1年間にかかった負担額を

合算し、限度額を越えた額を返還する制度です。

　返還手続きは、平成27年7月31日現在、加入中の

医療保険・介護保険それぞれで行う必要がありま

す（後期高齢者医療制度にご加入の方は区保険年

金課での手続きのみで可）。返還手続きの詳細は

お問い合わせください。
京都市国保・後期高齢者医療に加入中の方／

区保険年金課保険給付・年金担当（☎592-3109）
介護保険に加入中の方／
区福祉介護課介護保険担当（☎592-3290）
お勤め先の医療保険等に加入中の方／
加入中の各医療保険等まで

京都市重度障害者タクシー利用券の継続交付
　現在お持ちの重度障害者タクシー利用券の有効

期限は3月31日（木）です。4月以降も引き続きタク

シー利用券が必要な方は、3月23日（水）以降に、平

成28年度分の交付申請を行ってください。申請が

5月以降になると、交付枚数が減りますのでご注

意ください。

行政書士による市民困りごと無料相談
4月19日（火）。14:00～16:00。 区第2会議室。

京都府行政書士会第6支部事務局（☎692-2500）

山科図書館（☎581-0503）
HeadShouldersで遊ぼう　英語で手遊び他
3月19日（土）11:00～。

おたのしみ会　絵本の読み聞かせ他
3月26日（土）11:00～。

赤ちゃんの会 ―だっこくらぶ―
1歳児前後を対象とした絵本の読み聞かせ他
4月4日（月）11:00～。

テーマ図書の展示と貸出
4月は、一般書「新生活」、絵本「はな」。

移動図書館（☎801-4196）
「こじか号」巡回
3月28日（月）
10:00～10:50 西野山分譲集会所前。

11:10～11:40 山階南小。

13:00～13:40 陵ヶ岡小。

3月30日（水）
10:00～10:40 大塚小。11:00～11:40 大宅小。

東部文化会館（☎502-1012）
京都弦楽合奏団スプリングコンサート
　平成27年度文化芸術活性化パートナーシップ団

体「京都弦楽合奏団」による公演。演奏曲ドボル

ザークピアノ五重奏曲他。 3月27日（日）14:00
～16:00（開場13:30）。 当会館ホール。費無料。

定550名（全席自由。先着順）。

いずみ幼稚園（☎581-8514）
地域子育て支援事業　園庭開放
　おひるごはんを持って遊びに来てください。

毎週水曜日（3月23日・30日、4月6日を除く）

10:00～15:30。費無料。 不要。

必身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保

健福祉手帳、印鑑（朱肉用）。 問い合わせ先へ。
身体障害・知的障害の方／

区支援課支援第二担当（☎592-3243）
精神障害の方／
区保健センター母子・精神保健担当（☎592-3479）
母子家庭等自立支援給付金事業
　母子家庭の母、父子家庭の父の就業のため、次の

給付金事業を実施しています。共に所得等の制限

あり。

自立支援教育訓練給付金事業
　厚生労働大臣指定教育訓練講座を受講する場
合、受講費用の一部を支給。支給額受講費用の20％

（上限10万円、下限4千円）。対雇用保険法による教

育訓練給付金の受給資格を持たない方。 受講申

し込み前に問い合わせ先へ。

高等職業訓練促進給付金等事業
　看護師、介護福祉士等の資格取得のため、法令の

定めによる養成機関で2年以上のカリキュラムを

修業した場合、申し込み月以降の修業期間中（上
限2年）に、給付金と修了支援給付金を支給。支給額

市民税非課税世帯／給付金:月額10万円、修了支

援給付金:5万円。市民税課税世帯／給付金:月額

70,500円、修了支援給付金25,000円。 受講開始

後に問い合わせ先へ。

※定期的な在籍証明書等の提出が必要。
区支援課支援第一担当（☎592-3247）

献血
3月24日（木）10:00～11:30、12:30～16:00。
勧修小。

3月25日（金）10:00～11:30、12:30～16:00。
山階南小。

3月30日（水）9:30～12:00、13:00～15:30。
マツヤスーパー山科三条店前。

区保健センター管理担当（☎592-3474）

保険料の夜間納付相談
　次の日程で夜間の納付相談を実施しています。

普段はお仕事等でお越しになれない方も、この機

会に是非お越しください。 3月17日（木）・29日
（火）。17:15～19:30。 区保険年金課7番窓口。

区保険年金課徴収推進担当（☎592-3107）
無料法律相談
毎週水曜日（閉庁日を除く）。13:15～15:45（受

付終了15:15）。 区第2会議室。定 15名。 当日

8:30から整理券配布。先着順。
区まちづくり推進担当（☎592-3088）

無料行政相談
4月14日（木）。13:30～16:00。 区第2会議室。

区まちづくり推進担当（☎592-3088）

お問い合わせは各施設まで
●　イベント・講座　●

●　相　談　●

●　お知らせ　●

●　保険・年金　●

文字の見方
費用
必要なもの

日時
場所

申し込み方法
問い合わせ先定員

対象

●　福　祉　●

○期間／4月6日（水）～15日（金）
（交通事故死ゼロを目指す日:4月10日（日））
○スローガン／
無事故への　スタートライン　停止線
○運動重点／
●　自転車の安全利用の推進（特に、自転車安全利用
　　五則の周知徹底）
●　後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用の徹底
●　飲酒運転の根絶
●　歩行者の安全な通行の徹底
●　二輪の事故防止
○問い合わせ先／

区まちづくり推進担当（☎592-3088）

平成28年 春の全国交通安全運動

山
科
区
制
40
周
年
記
念
事
業

応
援
大
使
を
任
命

●場所／隨心院境内

(雨天時は能之間)

●費用／大人1,000

円、中学生800円(拝

観・梅園入園料含む)

●問い合わせ先／

はねず踊り保存会

(☎571-0025)

「はねず踊り」とは…
　隨心院ではねず(薄紅色)の梅が咲くころ、

小野小町と深草少将に扮した少女たちが、二

人の悲恋をわらべ歌にあわせ優雅に舞う催し。

　起源は、江戸時代の元禄年間。大正時代に

後継者不足から一時途絶えていたが1973年

（昭和48）に復活し今年で43回目を迎えます。

3月27日（日）
午前11時
午後0時30分
午後1時30分
午後3時（計4回）

はねず踊りと今様

３つの利点
①健康にいい！
　歩く機会を増やすことで、健

康増進につながります。

②まちの活力にいい！
　徒歩やバス・電車だと、まちな

かで買い物や食事をするように

なり、まちがもっと賑わいます。

③環境にいい！
　二酸化炭素などの温室効果

ガス排出量を減らすには、車の

利用を控えることが非常に有効

です。

●問い合わせ先／市歩くまち京

都推進室（☎222-3483）

「クルマに頼りすぎない暮らし」をお勧めします！

京
都
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム

「
京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
」を

応
援
し
よ
う
！

４
／
16
（
土
）
午
後
6
時
～

４
／
17
（
日
）
午
後
2
時
～

 

VS 

高
松
フ
ァ
イ
ブ
ア
ロ
ー
ズ

山科区民デー
特別企画

会
場
　
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ（
京
都
市
体
育
館
）

市　民　し　ん　ぶ　ん　山科区版　　 第243号　　平成28年3月15日　（2）（3）　平成28年3月15日　　第243号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　山科区版 総人口／ 135,116人
　男性／ 64,052人
　女性／ 71,064人

世帯数／60,524世帯
平成28年2月1日現在

（山科区推計人口）


